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環境方針/EMS（ISO14001）
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■ＳＺ活動は小集団活動と共に学びながら脱炭素を目指す活動です。
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中小企業SBT認定と2030年迄の目標➀
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中小企業SBT認定と2030年迄の目標➁

株式会社三静工業は、ロンドンに本社を置くSBTiより地球温暖化
対策として『中小企業ＳＢＴ認定』を受け、2021年度を基準年度と
して2030年までに2000tのＣＯ2排出量削減を目指します。

2021年度（基準年度）
scope1,scope2占有率比較

2021年度、2030年度（目標年度）
と目標削減量（ｔ-CO2）
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各機関への活動状況報告

2030年度までのＳＺ活動を各

報道機関に情報展開し、株式
会社三静工業が取りくむ活動
に対するステークホルダー様へ
ご協力のお願いをいたしました。

この活動は、１企業が取り組む
活動ではなく、あらゆるステー
クホルダー様のご理解とご支援
により成立する活動であり、今
後はCFP（カーボンフットプリン
ト）による製品あたりのCO2排出
量を明確にして、更にCO2排出
量削減に取り組んで行きます。
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2021年度から2030年迄の目標実績

2021年度の基準年度から2030年度迄に2000ｔ-CO2排出量を削減
する活動として、2022年度は334ｔ-CO2の削減となり、売上100万円
当たりのCO2排出量も1.73ｔ-CO2でした。
2023年度は593ｔ-CO2の削減となりましたが、売上100万円当たりの
CO2排出量は1.88ｔ-CO2と増加しました。この年はダイカストマシン
670ｔの増設がありました。2024年度は128ｔ-CO2排出量の削減となり

ましたが、溶解保持炉をガス炉から電気炉に更新した事で百万円あ
たりのCO2排出量は1.77ｔ-CO2と下がりました。更に2025年度は生産

計画に基づいた設備停止を積極的に行ったこと、また空焚き対策を
実施した事で、CO2排出量は296ｔ-CO2のCO2を削減し、百万円あた
りのCO2排出量は1.59ｔ-CO2と下がりました。その結果、2021年度か
ら2025年度の4年間でCO2排出量は1351ｔ-CO2を削減し、2030年度
までに残り649ｔ-CO2の削減となりました。
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2024年度迄の活動と成果①

2021年度の主な取り組みとしては、製造現場にある、水銀灯41
台をLED化した結果、ＣO2排出量削減効果は、年間で約23ｔ、原油
換算削減効果は、約10.4ＫＬとなりました。
また、事務所、食堂の蛍光灯のＬＥＤ化では、2ｍ管48本、１ｍ管
44本で、ＣＯ２排出量削減効果は、年間で約２ｔ、原油換算削減効
果は、約0.99ＫＬとなりました。
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2024年度の活動と成果➁

新規生産管理システム導入によるCO2排出量削減 (2022年度）

2022年度は生産管理システム導入により、在庫管理ルールを

刷新したことで、在庫回転率の引き上げを図り、金額ベースで、
約1ヶ月の保有在庫に近づきました。

また、各工程のリードタイムを再度見直し、工程改善、工程の統
合化を推進する事で、工程リードタイムの短縮化を図っています。
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2024年度迄の活動と成果➂

最もエネルギーを消費する、溶解保持炉のＣO2排出量削減効果と
しては、2023年度より、休日前の保持炉の溶湯を汲み出し、都市ガ
スを年間で、88日完全に停止する事で、原油換算削減効果として、
67KL削減できました。

また、2022年〜2024年の3年間で、溶解保持炉の都市ガスを、電力
に転換する事で、原油換算削減効果として、550KL削減できました。
この4基の溶解保持炉の内、2024年度に更新した、溶解保持炉は
「令和5年度 省エネルギー投資促進支援事業費補助金申請」にて、
購入することが出来ました。
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2024年度迄の活動と成果➃

2024年12月、ＳＺ活動を更に社員の皆様に理解して頂くため、中
小機構アドバイザー高鹿様による研修会を開催しました。

この研修会は全社員を対象とし、カードゲームで遊び心を少し取り
入れながら、銀行、発電所、アパレル、食品企業、製造会社など
12の模擬企業に分かれ、カーボンニュートラルを目標に各グルー
プの成果をボードに掲示しながら競争します。
最終的にCO2排出量削減量の多いグループの1位2位3位に景品

が贈られ、研修会は和やかに行われました。
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2024年度迄の活動と成果➄

2021年度～2024年度の活動成果として、ＣO2排出量削減1055ｔ、
原油換算量600ＫＬの削減効果となりました。
この成果については、2024年12月に報告会を開催して、ご支援いた

だきました、お客様と中小機構様にご報告させていただきました。
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2025年度の活動と成果①

2025年の主な活動は 連休前、週末前の湯汲み出しの継続実施に

より、ダイカストマシン及び溶解保持炉の電力・ガスの完全停止が実現でき
ました。真夏の工場内、特に炉の周辺温度は50℃を越える環境下でしたが、
製造部は継続する力を止める事無く実施しました。また2024年度の課題と

なっていた『空焚き問題』についても空焚き 削減効果早見表を作成掲示し、
作業者へ周知徹底しました。また生産計画に基づく、設備稼働停止の指示
徹底を行うことで、大きなCO2排出量削減効果を実現しました。

2025年度CO2排出量削減効果として２９６ｔ-CO2/年
原油換算削減効果として約１１９KL/年
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2025年度の活動と成果➁
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2025年度の活動と成果➂

電力ロガーを購入し、各工場にて計測を開始しました。誰でも使
用できることを目指して、電力ロガー作業の手順を作成し、各部
門にて周知徹底しました。
計測目的としては、同一製品生産における1直、2直での電力消

費の可視化、同一製品での新旧設備での計測を行い、データドリ
ブンでの評価を行うと、大きな乖離が発生している事に気付き、
作業者の意識が大きく変化して行きました。
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2025年度の活動と成果➃

2025年度の売上百万円あたりのＣO2排出量は1.59ｔでした。2021年
度の2.01ｔに対して0.42ｔの削減効果となっていました。
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2025年度の活動と成果➄

2025年 6月：一般財団法人省エネルギーセンター主催、経済産
業省後援の省エネ大賞へ1次募集を行いました。

2025年 8月：1次選考を通過しました。
2025年 9月：名古屋公会堂にてテーマ「目指せ！全員参加の 

カーボンユートラル」を発表しました。
2025年10月：現地調査及び質疑応答が行われました。
2025年12月：省エネ大賞事務局より「中小企業庁長官賞」受賞

の一報が入りました。
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2025年度の活動と成果➅

2026年1月28日、東京ビックサイトレセプションホールAで省エネ大賞
「中小企業長官賞」の授賞式が行われました。
同日、中小企業基盤機構様のプレゼにて弊社SZ活動について説明し
ました。
2026年1月29日には経済産業大臣政務官 越智俊之様が弊社ブース
に来場いただき、SZ活動の取組みを報告しました。
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2050年のカーボンニュートラルを目指して

未来を創造するダイカスト製品とカーボンニュートラル

2050年のカーボンニュートラルを目指すため、ダイカストの未来を
創造する３つをベースに、エネルギー転換、グリーンアルミ材使用、
設備のトップランナー化だけでなく、SZ活動を推進するスタッフひとり

ひとりの創意工夫を屈指した持続可能なカーボンニュートラルを目
指し、更に革新的なSZ活動に、『全員参加でAｌｌ Challenge』して行き
ます。
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未来のダイカスト技術を創造し
大切なお客様と共に歩む

株式会社 三静工業

https://sansei-ind.com
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